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４
月
29
日
、
内
閣
府
よ
り
春
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者
が

発
表
さ
れ
、
元
城
里
町
七
会
消
防
団
副
団
長
の
山
口
保
さ

ん（
大
網
在
住
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
、
元
国
勢
調
査
員
の
片

根
猛
さ
ん（
石
塚
在
住
）
が
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
は
元
陸
上
自
衛
隊
員
の
小

豊

さ
ん（
増
井
在
住
）が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
春
・
秋
の
叙
勲
と
は
別
に
米
寿
を
迎
え
た
と
き

に
贈
ら
れ
る
高
齢
者
叙
勲
が
、
４
月
１
日
付
け
で
発
令
さ

れ
、
元
七
会
村
議
会
議
員
の
山
口
孝
作
さ
ん（
徳
蔵
在
住
）

が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
児
童
の
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
、
交
通
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
各
小
中
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
園
で
交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

４
月
28
日
、
小
松
小
で
行
わ
れ
た
交
通
安
全
教
室
で

は
、
警
察
や
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
の
ご

協
力
の
も
と
、
講
話
と
実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
〜
３
年
生
は
、
腹
話
術
を
使
っ
た
講
話
で
、「
道
路

に
は
絶
対
飛
び
出
さ
な
い
」「
道
路
は
良
く
見
て
渡
る
」

な
ど
交
通
安
全
の
き
ま

り
に
つ
い
て
確
認
し
、

実
際
に
道
路
に
出
て
、

横
断
歩
道
を
渡
る
練
習

を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
〜
６
年
生

は
校
庭
の
模
擬
道
路
で

正
し
い
自
転
車
の
乗
り

方
を
練
習
。
自
転
車
を

使
用
す
る
前
の
点
検
方

法
や
、
左
右
確
認
の
仕

方
に
つ
い
て
、
一
人
ひ

と
り
指
導
を
受
け
ま
し

た
。子

ど
も
達
は
、
交
通

安
全
教
室
を
通
し
て
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
は
、「
命
」
を
大
切

に
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

右、左、もう一度右を見て手を上げて走り出す前に、必ず左右確認

山
口
孝
作
さ
ん

山
口
さ
ん
は
旧
七
会
村
議
会
議
員

と
し
て
昭
和
42
年
か
ら
58
年
ま
で
の

間
、
４
期
16
年
間
に
わ
た
り
地
方
自

治
発
展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。「

勲
章
を
い
た
だ
け
る
と
は
予
期

し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も

あ
り
が
た
く
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

と
受
章
の
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

小

豊
さ
ん

小

さ
ん
は
昭
和
40
年
に
陸
上
自

衛
隊
に
入
隊
。
大
宮
駐
屯
地
や
勝
田

駐
屯
地
に
配
属
と
な
り
、
平
成
12
年

に
２
等
陸
尉
と
し
て
退
官
さ
れ
る
ま

で
、
35
年
の
長
き
に
わ
た
り
職
務
に

精
励
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
に
あ
た
り
、「
今
ま
で
の
自
分

の
実
績
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
光

栄
に
思
い
ま
す
。」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

山
口
　
保
さ
ん

山
口
さ
ん
は
昭
和
21
年
旧
七
会
村
消
防
団
に

入
団
。
分
団
長
、
副
団
長
を
歴
任
し
、
合
併
後

も
平
成
19
年
ま
で
、
実
に
60
年
以
上
の
長
き
に

わ
た
り
地
域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。
身
に
余
る
光
栄
で

す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

片
根
　
猛

さ
ん

片
根
さ
ん
は
昭
和
25
年
〜
平
成
17
年
の
国
勢

調
査
12
回
を
は
じ
め
、
農
業
セ
ン
サ
ス
調
査
、

事
業
所
統
計
調
査
な
ど
、
合
わ
せ
て
64
回
の
各

種
統
計
調
査
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
は
、「
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、
ご

協
力
の
お
か
げ
で
す
。
家
族
の
協
力
に
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
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第
22
回
城
北
地
方
中
学
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
４
月
27
日
・
29
日
の

２
日
間
、
常
北
中
及
び
七
会
中
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
男
女
と
も
近
隣
の
市

町
村
か
ら
12
チ
ー
ム
が
参
加
。
各
チ
ー

ム
懸
命
の
プ
レ
ー
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
町
か
ら
は
常
北
中
と
七

会
中
が
参
加
し
、
常
北
中
女
子
が
第
３

位
、
七
会
中

女
子
が
第
４

位
、
常
北
中

男
子
が
第
８

位
の
成
績
を

収
め
ま
し

た
。
上
位
の

成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〔
男
子
〕

優
　
勝
　
友
部
二
中

準
優
勝

佐
野
中

第
３
位

美
野
里
中

第
４
位

岩
間
中

〔
女
子
〕

優
　
勝

那
珂
湊
中

準
優
勝

梅
香
中

第
３
位

常
北
中

第
４
位

七
会
中

４
月
24
日
エ
コ
ス
城
里
店
に
て

防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

笠
間
警
察
署
や
町
の
防
犯
連
絡

員
の
皆
さ
ん
が
、
買
い
物
に
来
て

い
た
方
な
ど
に
啓
蒙
品
を
配
布

し
、
家
庭
や
地
域
で
の
防
犯
を
よ

び
か
け
ま
し
た
。

４
月
に
町
内
の
放
牧
場
で
開
牧

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
城
里
町
に

は
常
北
地
区
に
鍛
冶
屋
沢
共
同
放

牧
場
、
桂
地
区
に
矢
の
目
沢
共
同

放
牧
場
、
七
会
地
区
に
小
勝
共
同

放
牧
場
が
あ
り
、
町
内
各
所
で
飼

わ
れ
て
い
る
繁
殖
牛
が
毎
年
４
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
こ
の
３
つ
の

牧
場
に
集
め
ら
れ
放
牧
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
畜
保
健
所
の
獣
医
に
よ
る
検
査
の
後
、
今
年
も
合
計
50

頭
の
牛
が
広
々
と
し
た
牧
場
に
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

笠
間
芸
術
の
森
公
園
に
て
行
わ
れ
た
第
27
回
陶
炎
祭
（
ひ
ま
つ

り
）
に
お
い
て
小
学
生
土
面
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
笠

間
市
と
城
里
町
の
小
学
６
年
生
約
１
０
０
０
人
が
制
作
し
た
土
面

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
５
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
城
里
町
長
賞
に
七
会
東
小
の

小
林
加
奈
さ
ん
、
城
里
町
教
育
長

賞
に
岩
船
小
の
前
島
沙
友
里
さ
ん

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

町
内
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
敬
称
略
）

陶
炎
祭
優
秀
賞

（
城
里
町
長
賞
）

七
会
東
小
　
小
林
　
加
奈

陶
炎
祭
優
秀
賞

（
城
里
町
教
育
長
賞
）

岩
船
小
　
　
前
島
沙
友
里

陶
炎
祭
賞

石
塚
小
　
　
橋
本
　
　
翼

石
塚
小
　
　
江
幡
　
俊
耶

石
塚
小
　
　
永
山
　
道
紀

小
松
小
　
　
大
畑
　
愛
香

古
内
小
　
　
加
藤
　
綾
華

青
山
小
　
　
石
井
つ
か
さ

圷
小
　
　
　
伊
藤
　
卓
馬

北
方
小
　
　
関
根
　
秀
人

沢
山
小
　
　
石
崎
　
芽
吹

七
会
西
小
　
男
女
嶋
沙
織

第３位の常北中女子

城里町教育長賞を受賞した前島沙友里さん 城里町長賞を受賞した小林加奈さん

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？
〜
家
の
防
犯
を
見
直
そ
う
〜

●
玄
関
や
窓
は
ツ
ー
ロ
ッ
ク
に
し
ま
し
ょ
う

●
短
時
間
の
外
出
や
在
宅
中
で
も
必
ず
施
錠
し
ま
し
ょ
う

●
防
犯
セ
ン
サ
ー
等
の
防
犯
機
器
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

●
見
知
ら
ぬ
人
を
見
か
け
た
ら
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う

●
家
の
周
り
に
照
明
を
付
け
ま
し
ょ
う


